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【目的】イネ収量の野外ビックデータから，表現型である品種特性を作物モデルを用いて環境に対

する回帰係数として抽出するプラットフォームの開発を目的とした． 
【材料および方法】水稲奨励品種決定基本調査成績データベース（2018/12 版）に掲載されている

収量など 26 項目を 1 セットする 207,331 データセット（8025 品種・系統×38 年×110 地点）につい

て異常値を精査し用いるとともに，年次・地点の日々の気象データ（農研機構・モデル結合型作物

気象データベース）をあわせて Access（マイクロソフト社）に収納した．各データセットに該当する生

育期間別の気象の平均値など 25 項目ならびに潜在収量等の作物モデル（Masuya and Shimono, 
2017）からの出力値 12 項目を算出した．  
【結果および考察】開発したプラットフォームは，8025 品種/系統それぞれについて 63 項目の任意

の項目の組み合わせの相関関係（線形，2 次回帰）を視覚化し，回帰係数等を特性値として出力

することができた．このプラットフォームを用い，品種特性としての生産力という表現型が作物モデル

で気象データから推定した潜在収量（Yp）で表現できるかを評価した．Yp はそれぞれの品種/系統の

実測の収量の変動を線形回帰によりよく説明できた Yp の予測誤差（RMSE）は実測の穂数での予

測誤差より約 1％小さく，実測の穂長より 5％が小さかった．本研究により，イネ収量の野外ビックデ

ータから大規模に品種 /系統の特性値を回帰係数として抽出できるプラットフォームを開発すること

ができた． 
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